Kitogo 6nenkan no nisanka io bakuro ni yoru Miyakejima seijin jumin no kokyukikei eno eikyo by コウチ, タケシ et al.
論文審査の要旨及び担当者 
 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Influence of sulfur dioxide on the respiratory system of Miyakejima adult 
     residents 6 years after returning to the island 
     （帰島後6年間の二酸化硫黄曝露による三宅島成人住民の呼吸器系への影響） 
 
 
 本研究は三宅島の成人住民を対象に、火山から放出された大気中二酸化硫黄（SO2）へ
の曝露と呼吸器系への影響の曝露量-影響関係および曝露量-反応関係を評価することを目
的とした観察疫学研究である。2006年から2011年まで毎年11月に6回にわたり肺機能およ
び呼吸器刺激症状に焦点を当てた健康診断を実施し、全ての健康診断を受けた168例を解
析対象とした。曝露については、居住可能域内の6つの定点観測所でSO2濃度を測定し、
年平均SO2濃度に基づき、居住可能域を低濃度エリア、高濃度エリアおよび最高濃度エリ
アの3つに分類した。解析の結果、肺機能検査指標については、すべてのエリアにおいて
有意な低下は認められなかった。一方、呼吸器系への刺激による軽微な自覚症状変化に
ついては、SO2曝露（6年間平均22.1ppb）との間に有意な関連が認められた。また、曝露
量-反応関係より約70ppbが閾値濃度相当と判断された。 
 審査ではまず、SO2以外の火山ガス成分による健康影響は無視できるのか問われた。硫
化水素、塩化水素、二酸化炭素、硫酸ミスト、浮遊粒子状物質（SPM）に関する環境基
準値等が比較として示され、また三宅島におけるSPM平均濃度は東京都心の2001年の濃
度よりも低かったことから、三宅島特有の火山ガス成分構成であり、SO2以外の曝露物質
が健康影響を起こす可能性は低いと回答された。次に、SO2の健康影響の機序について問
われた。SO2は水溶性であることから主に上気道に影響し、高濃度では肺水腫をきたすこ
とが知られていると回答された。次に、慢性閉塞性肺疾患のような疾患単位でのアウト
カムで評価した場合の関連性について問われた。このことについては、同意を得て、三
宅島に1カ所ある診療所の診療録調査を実施して現在分析中であり、今後の課題であると
回答された。さらに、曝露を居住エリアで評価していることについて、転居あるいは日
中の仕事が屋外か屋内かであるかといった個人の行動の違いがどのように結果に影響す
るかについて質問された。これに対し、肺機能の研究対象80名について調査期間中の転
居はないことものの、SO2曝露は居住地に従った区分のみで仕事内容についての情報はな
く、個人のSO2曝露は検討できないことも、本研究の課題であると回答された。最後に本
研究での役割について質問があり、主にデータ取得時の調査への参加ならびにデータ解
析、論文執筆であり、今後は、住民とのリスクコミュニケーションについても学んでい
きたい旨、回答された。 
 以上、本研究はより長期的な視点で今後も再評価を行っていく必要があるものの、三
宅島の帰島成人住民についてSO2への曝露と呼吸器症状及び肺機能との関連を検討し、火
山ガスの健康影響を明らかにした点で有意義な研究であると評価された。 
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